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1 人ごみの 中で 母の 手を はなしてしまった あきは、きょろきょろと あたりを 見回した。

あきの 気持ちは?

ア 浮き浮きしている イ眠い ウ 怒っている エ不安で こわい こたえ 

2 苦手な 絵を 先生に ほめられて、ももは 思わず 笑顔に なった。

ももの 気持ちは?

アうれしくて はずむよう イがっかり ウきょうふ エいかり こたえ 

3 ためこんだ 宿 題の 山を 前に、あかりは 大きく ため息を ついた。

あかりの 気持ちは?

アほこらしい イうんざりしている ウおどろいている エわくわくしている

こたえ 

4 一人で おつかいに 行き、おつりを 間違えずに もらえて、あやは ほっと した。

あやの 気持ちは?

ア安心している イたいくつだ ウ 怒っている エがっかりしている こたえ 

5 真っ暗な 体育館で とつぜん 名前を 呼ばれたとき、しんの 声は うわずっていた。

このときの しんの 様子は?

アよろこんでいる イいばっている ウおどろいて こわがっている エ 落ち着いている

こたえ 

6 なかよしの 友だちが 遠くへ 引っこすと 聞いて、あやかは しばらく 言葉が 出なかった。

あやかの 気持ちは?

アうれしい イほこらしい ウさびしい エわくわく こたえ 
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7 欲しかった 本 とはちがう プレゼントを もらった さきは、笑顔を 作りながらも 少し し

ょんぼりした。

さきの 本当の 気持ちは?

ア 怒っている イがっかりしている ウ 大満足している エこわがっている

こたえ 

8 発 表で 声が つまって しまい、みんなに 見られて、たくは うつむいた。

たくの 気持ちは?

アわくわく イほこらしい ウはずかしい エうれしい こたえ 

9 飼っていた 猫が 見あたらず、ゆなは 名前を 呼びながら 家じゅうを 探し回った。

ゆなの 気持ちは?

ア心配で 気が 気でない イほこらしい ウたいくつだ エ 浮き浮きしている

こたえ 

10 ずっと こわかった 水に、ついに 顔を つけられて、あおいは 思わず にっこりした。

あおいの 気持ちの 変化は?

アうれしい → 悲しい イこわい → できてうれしい ウ 楽しい → こわい

エこわい → もっとこわい こたえ 

11 こわくて にがてだった 雷の 音にも、今年は 落ち着いて いられて、なおは 少し 自信が 

ついた。

なおの 気持ちの 変化は?

アうれしい → 悲しい イこわい → もっとこわい ウこわい → 平気に なった

エ 平気 → こわい こたえ 
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12 約束の 公園で 友だちを 待っていると、遠くから 手を 振って かけてくる のが 見え、ゆ

うかの 顔が ほころんだ。

ゆうかの 気持ちは?

ア 怒っている イがっかり ウうれしい エこわい こたえ 

13 たった 1点差で 負けてしまった。ゆうきは くちびるを かんで うつむいた。

「くちびるを かむ」が 表す気持ちは?

アうれしさ イはずかしさ ウくやしさ エ眠さ こたえ 

14 足の 遅い 自分を、それでも みんなが 大きな 声で 応援してくれて、ひなは 胸が いっぱ

いに なった。

ひなの 気持ちは?

ア 迷惑に 思う イたいくつだ ウ 腹が 立つ エありがたく 感動している こたえ 

15 初めての 一人での おつかい。れんは どきどきしながら 店の ドアを 押した。

れんの 様子は?

アたいくつしている イきんちょうしている ウ 怒っている エねむがっている

こたえ 

16 妹の たん生日に 渡す プレゼントを こっそり 用意した。早く わたしたくて、その日が 

待ち遠しい。

このときの 気持ちは?

アいかりを 感じている イおびえている ウわくわくしている エがっかりしている

こたえ 
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17 転校して 来た 日、となりの 席の 子が やさしく 話しかけてくれて、ひろは ほっと し

た。

ひろの 気持ちは?

アこわい イ安心して うれしい ウたいくつ エ 腹が 立つ こたえ 

18 花びんを 割ってしまった かおりは、正 直に 言おうか どうしようかと、その前で 立ちつ

くしていた。

このときの かおりの 気持ちは?

アじまんに 思っている イ 何も 気にしていない ウ 楽しくて しかたない

エまよって 不安に なっている こたえ 

19 クラスの 代表に 選ばれ、みんなの 前に 立った ゆいは、胸が どきどきしながらも 目を 

輝かせた。

ゆいの 様子は?

アきんちょうと わくわくが 入りまじる イたいくつしている ウねむがっている

エ 怒っている こたえ 

20 ためこんでいた 宿 題を 全部 終わらせて、りくとは 伸びを して にっこりした。

りくとの 気持ちは?

アこわがっている イすっきり している ウうんざりしている エ 怒っている

こたえ 
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こたえ　しょう5 こくご「物語を 読む(心情の 変化)」 その3

1  エ 不安で こわい

2  ア うれしくて はずむよう

3  イ うんざりしている

4  ア 安心している

5  ウ おどろいて こわがっている

6  ウ さびしい

7  イ がっかりしている

8  ウ はずかしい

9  ア 心配で 気が 気でない

10  イ こわい → できてうれしい

11  ウ こわい → 平気に なった

12  ウ うれしい

13  ウ くやしさ

14  エ ありがたく 感動している

15  イ きんちょうしている

16  ウ わくわくしている

17  イ 安心して うれしい

18  エ まよって 不安に なっている

19  ア きんちょうと わくわくが 入りまじる

20  イ すっきり している


